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秋山真一郎 医師

沖
縄
の
人
た
ち
の
強
い
要
望

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

協
会
が
主
催
す
る
「
統
合
療
法
コ

ンベン
シ
ョン
」
は
、
統
合
医
療
を

学
ぶ
日
本
最
大
級
の
イ
ベン
ト
で

す
。
東
京
、
京
都
、
福
岡
な
ど
に

続
き
、
今
年
か
ら
新
た
に
沖
縄
も

加
わ
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
会

場
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
は
、
朝
か
ら
一
般
客
や
医

療
関
係
者
な
ど
が
数
多
く
集
ま

り
、
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
初
の
開
催
と
な
っ
た
の
は
、

ボ
タ
ニッ
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の
関

連
法
人
「
一
般
社
団
法
人
健
康
指

導
師
会
」
が
、
昨
年
東
京
で
行
っ

た
認
定
研
修
が
き
っ
か
け
で
す
。

地
元
、
沖
縄
か
ら
研
修
に
参
加
し

た
健
康
指
導
師
の
一
人
か
ら
「
沖

縄
で
も
ぜ
ひ
、
開
催
し
て
欲
し
い
」

と
の
強
い
要
望
を
受
け
、
関
係
ス

タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
共
感
、

尽
力
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

「
非
」
常
識
な
生
き
方
が
いい
！

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
森
山
晃
嗣

理
事
長
は
、
冒
頭
そ
の
こ
と
に
触

れ
「
沖
縄
の
健
康
指
導
師
は
、
が

ん
の
統
合
医
療
を
知
っ
て
衝
撃
を

受
け
ら
れ
た
。
コ
ン
ベン
シ
ョ
ン
開

催
を
機
に
、
健
康
指
導
師
さ
ん
を

通
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

沖
縄
の
人
た
ち
に
ぜ
ひ
統
合
医
療

の
最
先
端
情
報
に
ふ
れ
て
い
た
だ

き
、
治
療
や
生
き
方
の
選
択
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　
引
き
続
い
て
森
山
理
事
長
は
、

最
初
の
演
者
を
つ
と
め
「
健
康
長

寿
に
生
き
る
！
い
の
ち
の
鎖
栄
養

チ
ー
ム
の
可
能
性
」
と
題
し
て
、

正
常
分
子
栄
養
学
の
視
点
か
ら
、

健
康
長
寿
や
が
ん
の
統
合
療
法
と

し
て
の
栄
養
の
重
要
性
に
言
及
し

ま
し
た
。

　
ボ
タ
ニッ
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
で

は
、
が
ん
統
合
療
法
の
一
つ
と
し

て
ゲ
ル
ソ
ン
療
法
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
２
番
目
に
登
壇
し
た
の
は
、
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ゴ
ー
ヤ
、も
ず
く
、シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー
、ハー
ブ
、砂
浴
、島
野
菜…

。
自
然
の
恵
み
が
息
づ
く
沖
縄
で
、

去
る
３
月
14
、
15
の
両
日
初
の
「
統
合
療
法
コ
ンベン
シ
ョン
」（
主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
協
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
誌
で
は
、そ
の
内
容
を
ダ
イ
ジェ
ス
ト
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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秋山真一郎 医師

そ
の
ゲ
ル
ソ
ン
療
法
を
学
ぶ
た
め

に
単
身
渡
米
、
日
本
人
最
年
少
で

ゲ
ル
ソ
ン
療
法
の
医
師
向
け
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
参
加
し
た
大
場
修
治
医

師
で
す
。
大
場
医
師
は
、
自
然
治

癒
力
を
高
め
て
が
ん
に
負
け
な
い

体
づ
く
り
を
提
唱
す
る
内
科
医
で

も
あ
り
ま
す
。

　
「
沖
縄
に
は
ゴ
ー
ヤ
、
も
ず
く
、

シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー
、バ
ナ
ナ
、ハー
ブ
、

さ
ま
ざ
ま
な
葉
物
野
菜
、
砂
浴
や

海
水
浴
、
琉
球
温
熱
な
ど
が
ん
の

療
養
に
最
適
な
環
境
が
揃
っ
て
い

る
」と
し
て
、健
康
づ
く
り
は
食
事
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
デ
ト
ッ
ク
ス
（
解

毒
）、
メ
ン
タ
ル
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
訴
え
ま
す
。

　
特
に
が
ん
は「
普
通
の
治
療（
標

準
治
療
）
で
は
普
通
の
結
果
し
か

生
ま
れ
な
い
。
非
常
識
（
統
合
療

法
）
な
生
き
方
、
考
え
方
は
非
常

識
な
結
果
に
つ
な
が
る
」
と
、
統

合
療
法
の
世
界
最
先
端
を
行
く
メ

キ
シ
コ
・
ティ
フ
ァ
ナ
の
施
設
を
引

き
合
い
に
、
常
識
に
囚
わ
れ
な
い

考
え
方
、
生
き
方
を
選
択
し
、
心

と
体
と
精
神
の
改
善
に
努
め
る
重

要
性
を
伝
え
ま
し
た
。

卵
子
を
元
気
に
す
る
栄
養
と
は
？

　
心
と
体
と
精
神
の
改
善
は
、
新

た
な
い
の
ち
（
細
胞
）
の
再
生
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
３
番
目
に
登

壇
し
た
石
間
友
明
医
師
は
、
新
た

な
生
命
誕
生
の
鍵
を
握
る
不
妊
治

療
に
つ
い
て
講
演
。
産
婦
人
科
医

と
し
て
、
薬
物
療
法
だ
け
に
頼
ら

な
い
総
合
的
な
不
妊
治
療
で
多
く

の
実
績
を
あ
げ
て
い
る
石
間
医
師

は
、
妊
娠
を
促
進
す
る
に
は
、
ま

ず
「
元
気
な
卵
子
を
育
て
る
こ
と
」

だ
と
説
き
ま
す
。

　
と
く
に
「
29
歳
以
下
の
女
性
の

約
半
数
近
く
に
は
、
卵
子
の
老
化

が
見
ら
れ
、
発
育
不
全
や
流
産
、

ハ
イ
リ
ス
ク
出
産
に
つ
な
が
り
や
す

い
」
こ
と
を
問
題
視
。
理
由
と
し

て
「
身
体
の
細
胞
が
酸
化
ス
ト
レ

ス
、
糖
化
ス
ト
レ
ス
に
侵
さ
れ
て
い

る
」
こ
と
を
挙
げ
、
生
活
習
慣
や

糖
質
に
偏
っ
た
食
事
を
見
直
し
、

抗
酸
化
作
用
の
あ
る
食
事
、
栄
養
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
や
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
補
充
を
す
る
重
要
性
を

訴
え
ま
す
。

　
ボ
タ
ニッ
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
で

展
開
す
る
「
妊
活
セ
ミ
ナ
ー
」
と

共
通
す
る
部
分
も
多
く
、
注
目
す

べ
き
栄
養
と
し
て
「
亜
鉛
と
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
」
を
挙
げ
、
海
産
物
の
摂

取
や
散
歩
な
ど
で
紫
外
線
に
あ
た

る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

温
熱
療
法
や
免
疫
療
法
に
も
注
目

　
午
後
の
部
で
は
、「
が
ん
統
合
医

療
の
現
状
報
告
」
と
し
て
、
那
覇
・

新
都
心
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
す

る
が
ん
統
合
医
療
専
門
医
の
野
原

正
史
医
師
が
登
場
。
沖
縄
で
数
少

な
い
統
合
療
法
に
取
り
組
む
医
師

と
し
て
、
超
高
濃
度
な
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
療
法
、
精
神
免
疫
療
法
で
あ
る

サ
イ
モ
ン
ト
療
法
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
や
催
眠
療
法
な
ど
様
々
な
治
療

法
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
注
目
は
、
温
熱
療
法
の
局
所
療

法
で
、
高
周
波
の
ラ
ジ
オ
波
を
使
っ

た
加
湿
装
置「
ハ
イ
パー
サ
ー
ミ
ア
」

で
す
。「
膵
臓
が
ん
や
胃
が
ん
、
あ

る
い
は
免
疫
活
性
効
果
で
自
然
治

癒
し
た
患
者
さ
ん
の
８
〜
９
割
は
、

42･

５
度
以
上
の
高
熱
で
が
ん
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と

の
報
告
を
示
し
、
温
熱
療
法
の
有

用
性
に
触
れ
て
い
ま
す
。

　
ボ
タ
ラ
ボ
で
も
温
熱
療
法
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
、
統
合
療

法
の
一
つ
と
し
て
改
め
て
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
講
演
の
ラ
ス
ト
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
ん
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会
の
顧
問

で
、
総
合
内
科
専
門
医
で
も
あ
る

秋
山
真
一
郎
医
師
が
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
秋
山
医
師
は
、
が
ん
治

療
は
「
免
疫
力
を
あ
げ
る
治
療
と
、

免
疫
力
を
低
下
さ
せ
る
要
因
を
抑

制
す
る
治
療
を
併
用
す
る
こ
と
が

重
要
」
と
し
て
、
と
く
に
マ
グ
ロ

や
サ
ー
モ
ン
な
ど
の
大
魚
や
、
歯

の
治
療
に
使
わ
れ
る
ア
マ
ル
ガ
ム
な

ど
メ
チ
ル
水
銀
が
免
疫
力
を
低
下

さ
せ
る
要
因
だ
と
し
て
、
体
内
か

ら
取
り
除
く
治
療
な
ど
を
訴
え
、

高
い
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
が
ん
の
治
療
法
は
、
今
や
自
分

で
選
ぶ
時
代
。
自
分
の
生
き
方
や

考
え
方
に
合
っ
た
、
方
法
を
選
択

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
沖
縄
で
報
告
さ
れ
た
統
合
療
法

の
考
え
方
は
、
今
年
11
月
に
開
か

れ
る
東
京
、
京
都
の
が
ん
コ
ンベン

シ
ョン
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
予

定
で
す
。

大場修治 医師 石間友明 医師



Topics

૯
߹

Պ
ઐ

ҩ
ɾ
ळ
ࢁ
υ
Ϋ
λ
ồ
ͷ
ủ
ӫ
ཆ
վ
ળ
Ứ

ޠ

4

医師・医学博士、カナダマギル大学臨床
腫瘍学客員教授、札幌医科大学卒。
NPO法人がんコントロール協会理事。が
ん免疫治療と植物栄養素を中心とした
免疫栄養療法など、副作用のない多角
的療法で成果を上げている。

秋山 真一郎　あきやま しんいちろう

　
前
号
で
、
糖
尿
病
を
患
っ
た
60

代
の
女
性
（
都
内
在
住
）
が
、
徹

底
し
た
食
事
療
法
で
改
善
し
た
事

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
女
性

は
、
糖
尿
病
と
同
時
に
肝
機
能
に

も
障
害
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。

　
肝
機
能
が
正
常
か
ど
う
か
は
、

血
液
検
査
で
わ
か
り
ま
す
。
よ
く

知
ら
れ
る
の
は
、Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）、

Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）、γ―

Ｇ
Ｔ
Ｐ
な

ど
の
値
で
す
。Ａ
Ｓ
Ｔ
、Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、

肝
細
胞
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
酵
素

で
、
何
ら
か
の
要
因
で
細
胞
が
壊

れ
る
と
血
液
中
に
放
出
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｔ
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
値
が
高
い
と
、

肝
機
能
障
害
や
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

が
疑
わ
れ
ま
す
。

　
健
康
な
人
の
Ａ
Ｓ
Ｔ
基
準
値
は
、

７
〜
38

　

IU
／
Ｌ
で
す
が
、
患
者
さ

ん
は
当
初
67
と
高
い
数
値
を
示
し

て
い
ま
し
た
。
一
般
的
に
、Ａ
Ｓ
Ｔ

の
値
が
35
を
超
え
る
と
、
肝
臓
に

対
す
る
ダ
メ
ー
ジ
が
自
己
再
生
能

力
を
上
回
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
患
者
さ
ん
は
肝
機
能

障
害
と
と
も
に
、
肝
臓
内
に
余
分

な
中
性
脂
肪
が
蓄
積
す
る
「
脂
肪

肝
」
の
状
態
だ
っ
た
の
で
す
。
脂
肪

肝
は
、
過
剰
な
飲
酒
や
肥
満
な
ど

生
活
習
慣
が
原
因
で
、
女
性
は
飲

酒
は
な
い
も
の
の
、
１
日
３
食
の
他

に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
菓
子
パン
や

う
ど
ん
、
甘
い
ジュ
ー
ス
が
大
好
物

な
ど
糖
質
に
偏
っ
た
食
事
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
脂
肪
肝
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
有

効
な
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も

放
置
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

約
15
％
の
人
は
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂

肪
肝
炎
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ)

に
進
展
し
、

肝
硬
変
に
な
り
、
肝
臓
が
ん
が
で

き
や
す
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。
肝
硬
変
に
な
る
と
、

治
療
を
し
て
も
元
の
状
態
に
戻
る

の
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
患
者
さ
ん
は
薬
物
治
療
で
は
改

善
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
徹

底
し
た
食
事
管
理
と
栄
養
療
法
を

続
け
ま
し
た
。

　
脂
肪
肝
は
、
炭
水
化
物
や
糖
質

の
取
り
す
ぎ
が
主
因
な
の
で
、
１

食
あ
た
り
の
食
事
量
を
減
ら
し
、

糖
質
を
極
力
控
え
て
、
肉
や
魚
な

ど
の
タ
ンパ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
野
菜
を
摂
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
１
ヶ
月

後
か
ら
み
る
み
る
数
値
が
下
が
り
、

わ
ず
か
４
ヶ
月
で
基
準
値
に
戻
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
脂
肪
肝
は
改
善
し
な
い
、
と
思
っ

て
い
る
医
師
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
食
事
や
栄
養
に
つ
い
て
も
、
実

態
は「
患
者
任
せ
」で
す
。
し
か
し
、

食
事
や
栄
養
を
正
し
く
管
理
す
れ

ば
、
薬
に
頼
ら
な
く
て
も
状
態
を

改
善
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　
女
性
は
、
治
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
脂
肪
肝
を
改
善
で
き
た
だ
け

で
は
な
く
、
放
置
す
れ
ば
肝
硬
変

や
肝
臓
が
ん
に
な
り
か
ね
な
い
リ
ス

ク
も
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。

ༀ
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病
気
の
予
防
や
治
療
に
は
、
医
療
だ
け
で
は
な
く
食
事
や
栄
養
が
重
要
な
働

き
を
し
て
い
ま
す
。
前
号
か
ら
始
ま
っ
た
、
医
療
と
栄
養
で
健
康
状
態
を
改
善

さ
せ
た
人
の
物
語
。
今
回
は
、糖
尿
病
の
合
併
症
で
あ
る
「
肝
機
能
障
害
」
を
、

薬
で
は
な
く
食
事
と
栄
養
で
改
善
し
た
女
性
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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粘
膜
細
胞
が
弱
く
な
る
と
、
花
粉
症
や
ア
ト
ピ
ー
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
粘
膜
細
胞
を
つ
く
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
豊
富

に
含
ん
だ
人
参
を
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

鱔鲎鲏鱥鱑鲗鰙鰜鱄鰉鱄 にんじんケーキ

鰣鰹鰄弧鰙鰜鱄鰉鱄鰟鱙鲍鱤

にんじんの炒り煮

ʹΜ͡ΜέʔΩ

1

作り方材料

おから…100ｇ
人参の搾りかす…140ｇ
ベーキングパウダー…10ｇ
ココナッツフラワー…30ｇ
ココナッツミルク…適量
たまご…2個
ナチュレハニー…40ｇ
ココナッツオイル…80ｇ
レーズン…適量

ココナッツフラワーはココ
ナッツミルク（または水）
を加えて混ぜ合わせ、耳た
ぶくらいの柔らかさにする。

全ての材料を混ぜ合わせ
て、クッキングシートを敷い
たパウンドケーキ型に流し
入れ、160 度のオーブン
で50分焼く。
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1

作り方材料

とり手羽…6本
人参…2本
レーズン…大さじ3
塩コショウ…適量

赤バルサミコ酢…大さじ2
パイン酵素酢…大さじ2
ナチュレオ…大さじ1
ナチュレハニー…小さじ2
メタボクリープ…1袋

手羽は塩コショウで味をつ
けて、230 度のオーブン
で 13 分焼き、ひっくり返
して15分焼く。

人参は細切りにし、塩も
みした後水気を切り、レー
ズンは一度水につけたあ
と、水分を絞る。

　と A を混ぜ合わせ、焼
き上がった 　に和える。

2

3

ひよこ豆は一晩水につけ、
アクをとりながら柔らかくな
るまで煮る。

紫玉ねぎは粗みじん切りに
切る。

　と　 を合わせ A を加え
て和える。

ͻΑ͜౾ͱʹΜ͡Μͷαϥμ

1

作り方

2

材料

ひよこ豆…1パック
紫玉ねぎ…半分

人参（すりおろし）…大さじ2
カプレオ…大さじ1
リンゴ酢…大さじ1
ナチュレハニー…小さじ1
塩コショウ…適量
シナモンパウダー適量

A
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油揚げは湯通しして半分に
切り、さらに短冊切りにす
る。

フライパンにナチュレオを入
れて、中火で油揚げに色
が付くまで炒める。

　に A を加えてしんなりす
るまで炒めて、さらに B を
加え汁気が無くなるまで炒
め、最後にごまを加えて混
ぜ合わせる。

ʹΜ͡ΜͷᖱΓࣽ

1

作り方

2

材料

油揚げ…1枚

人参…1/2 本
しめじ…1パック
いんげん…10本

しょうゆ…小さじ2
酒…小さじ2
ナチュレハニー…小さじ1
天然だし…大さじ1

ナチュレオ…大さじ1
すり白ごま…大さじ1
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